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第３回 

高萩市立義務教育学校施設整備基本構想・基本計画策定委員会 開催結果 
 

 

１ 日  時 令和６年１１月１４日（木）午後 1時 55分～午後３時 55分 

 

２ 場  所 高萩市役所４階大会議室 

 

３ 出席委員 １４名（欠席１名） 

  熊澤貴之委員長、大谷勝一副委員長、稲野邉親委員、佐川拓委員、 

  多田典子委員、岡部晃美委員、今橋優子委員、鈴木しおり委員、 

  栗橋桃子委員、大足光司委員、手塚啓之委員、林葉美委員、 

  髙久聡至委員、寺岡七郎委員 

 

４ 欠席委員 １名 

  植村あすみ委員 

 

５ 出席職員  大森壮一教育部長、和田真一学校教育課長 

  小森日路子教育総務課長、豊田長教育総務課課長補佐 

 

６ 内  容 （１）敷地利用計画（配置計画） 

（２）諸室整備計画 

（３）その他 

 

７ 配布資料 資料１ 敷地利用計画（配置計画） 

資料２ 屋内諸室計画 

資料３ 必要諸室リスト 

資料４ 配置・平面計画 

資料５ 構造計画・省エネ計画 

資料６ 開校目標年度の児童生徒数・学級数の推計 

資料７ 小中学校施設の現況（高萩小・東小・高萩中） 

資料８ 各建設候補地における造成整備費の比較 

 

８ 会議の概要 

 議題１～３について、資料に基づき事務局からの説明をし、各委員から以下のような意

見等があった。 

  

議題（１）敷地利用計画（配置計画） 
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・ 災害時の引き渡し等を想定し、車両の出入り口を複数にするなどを検討すべき。 

・ 高萩小用地とした場合、北側の体育館周辺に余裕をもった配置にした方がいい。 

・ 校舎の配置は、計画案の配置がベストとは限らない。 

 

議題（２）諸室整備計画 

・ 地域開放する諸室は、教室と分離できるようにすべきである。 

・ 調理室は、災害時に炊き出しに使用できるよう、物資の搬入ができる１階とし、避難所

となる体育館に近い場所にすべきである。 

・ 校舎を繋ぐ連絡路は、段差が無いようにすべきである。 

・ カーペットは衛生面で管理に支障がある。 

・ Wi-Fi 環境は、教室及び体育館だけでなく、校庭にも整備すべきである。 

・ 体育館のアリーナ面積が狭いと、競技によっては、支障がある場合がある。現在の高萩

中学校の体育館よりも広くしてほしい。 

・ 空調設備等について、ガスヒートポンプ等、電気以外のエネルギーも検討すべき。 

・ 学校全体の床材を防汚性に優れたものとしてほしい。 

・ 教室面積は、机が以前の物より大きくなっていることや電子黒板が配置されていること

などから、現在の教室面積より大きくしてほしい。 

・ 教室の配置について、子どもの発達段階や年齢の特性に応じた区切りに配慮した配置と

すべきである。 

・ プールを整備しないのであれば、災害時にマンホールトイレ等に活用できるよう、敷地

内に手押し式の井戸が必要である。 

 

 

  


